
記事中に電話番号がない場合は、☎42-2111をかけ
内線番号か課名をお話しください。

税　
　

金

 

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
被
災
者

 

に
対
す
る
県
税
の
減
免
等
に
つ
い
て

　

こ
の
た
び
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖

地
震
で
被
災
さ
れ
た
方
々
が
今
後
納

付
す
べ
き
県
税
（
個
人
事
業
税
、
不

動
産
取
得
税
及
び
自
動
車
税
な
ど
）

に
つ
い
て
は
、
被
害
の
状
況
に
応
じ

減
免
す
る
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
と

し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

問 

西
北
地
域
県
民
局
納
税
管
理
課

電
話
34
・
３
１
４
１

 

徴
収
支
援
チ
ー
ム
・
徴
収
引
継
に
つ

 

い
て(

県
の
徴
収
対
策
の
取
組
紹
介)

　

個
人
住
民
税
は
、
県
民
の
皆
様
か

ら
納
付
い
た
だ
い
て
い
る
、
地
域
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
支
え
る
貴
重
な
自

主
財
源
で
す
。

　

県
で
は
、
個
人
住
民
税
の
収
入
確

保
を
図
る
た
め
、「
徴
収
確
保
総
合

対
策
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
対
策
の
一
環
と
し
て
、
納
期
限
ま

で
に
納
付
さ
れ
な
い
個
人
住
民
税
な

ど
に
つ
い
て
は
、
県
と
市
職
員
の
相

互
併
任
に
よ
る
「
徴
収
支
援
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
、
納
税
催
告
か
ら
差

押
・
公
売
等
の
滞
納
整
理
を
行
う
ほ

か
、
納
期
限
か
ら
長
期
間
経
過
し
た

個
人
住
民
税
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら

徴
収
権
の
引
継
を
受
け
て
、
県
が
主

体
と
な
っ
て
滞
納
整
理
を
実
施
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

税
金
は
納
期
限
ま
で
に
納
め
ま

し
ょ
う
。
納
付
で
き
な
い
や
む
を
得

な
い
事
情
が
あ
る
場
合
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

問 

西
北
地
域
県
民
局
納
税
管
理
課

電
話
34
・
３
１
４
１

募　
　

集

  

ふ
れ
あ
い
農
園

　

「
ふ
れ
あ
い
農
園
」
で
手
作
り
の

野
菜
や
花
を
育
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

● 

場
所
▽
森
田
町
大
館
八
重
菊
地
内

の
森
田
集
落
農
園
内

●
利
用
期
間
▽
５
月
〜
11
月
末

● 

区
画
面
積
▽
１
区
画
36
㎡
（
約
11

坪
）
※
44
区
画
あ
り
ま
す

● 

利
用
料
▽
１
区
画
３
６
０
０
円

　

（
何
区
画
で
も
可
）

● 

対
象
者
▽
市
内
、
市
外
の
非
農
家

の
方
に
限
り
ま
す

● 

主
な
設
備
▽
駐
車
場
、
貸
し
農
具

（
ク
ワ
、
ス
コ
ッ
プ
、
ジ
ョ
ウ
ロ
）、

屋
内
休
憩
所（
ト
イ
レ
、シ
ャ
ワ
ー

完
備
）、
広
場
、
給
水
施
設
な
ど

● 

そ
の
他
▽
農
地
は
耕
起
後
貸
し
出

し
し
ま
す
。

● 

申
し
込
み
▽
５
月
31
日
㈫
ま
で
に

印
鑑
持
参
の
う
え
農
林
水
産
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。（
申
込
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

 

農
林
水
産
課(

内
線
４
１
７)

 

草
刈
・
樹
木
枝
払
い
等
作
業
員

　

公
園
、
農
道
の
草
刈
り
・
枝
払
い

作
業
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
作
業
場
所
▽
つ
が
る
市
内

● 
対
象
者
▽
普
通
免
許
を
有
す
る
60

歳
代
で
、
か
つ
刈
払
機
・
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
を
使
用
で
き
る
方
。

相　
　

談
  

人　

権　

相　

談

　

家
庭
内
の
問
題
、
子
ど
も
の
い
じ

め
や
虐
待
、
隣
近
所
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘

密
は
守
ら
れ
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
木
造
会
場
〉

● 

６
月
３
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
▽
松
の
館

〈
森
田
会
場
〉

● 

６
月
３
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
▽
森
田
公
民
館

〈
車
力
会
場
〉

● 

６
月
６
日
㈪
午
前
10
時
〜
午
後
３

時
▽
車
力
ふ
れ
あ
い
会
館

問 

市
民
課 （
内
線
２
６
８
）

  

農　

家　

相　

談

　

農
地
の
売
買
、
賃
貸
借
等
に
つ
い

て
相
談
し
た
い
方
は
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

●
５
月
19
日
㈭
、
６
月
23
日
㈭

午
前
９
時
30
分
〜
正
午
▽
稲
垣
支
所

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
▽
車
力
支
所

 

な
お
、
農
業
委
員
会
事
務
局
で
は

随
時
農
家
相
談
を
受
け
て
お
り
ま
す
。

問 

農
業
委
員
会
事
務
局(

柏
分
庁
舎
内)

電
話
25
・
３
８
２
０

  

こ 

こ 

ろ 

の 

相 

談

　

こ
こ
ろ
の
悩
み
や
病
気
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

 

眠
れ
な
い
、
う
つ
病
や
統
合
失
調

症
な
ど
の
病
気
、
人
間
関
係
、
子
ど

も
の
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の

悩
み
を
抱
え
て
い
る
方
は
、
一
人
で

悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

● 
５
月
16
日
㈪
、
６
月
15
日
㈬
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
▽
市
役
所
１
階

相
談
室

※ 

事
前
に
「
こ
こ
ろ
の
相
談
担
当
」

ま
で
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

当
日
の
申
し
込
み
も
受
け
付
け
ま

す
が
、
予
約
の
方
が
優
先
と
な
り

ま
す
。

※ 

相
談
日
に
都
合
が
つ
か
な
い
時
は
、

別
な
日
時
に
相
談
を
お
受
け
す
る

こ
と
も
で
き
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。　
　

 

健
康
推
進
課

電
話
42
・
２
０
４
４

献　
　

血

● 

５
月
29
日
㈰
、
６
月
５
日
㈰
午
前

11
時
〜
午
後
12
時
30
分
、
午
後
１

時
45
分
〜
５
時
▽
イ
オ
ン
モ
ー
ル

つ
が
る
柏

● 

６
月
13
日
㈪
午
前
10
時
〜
正
午
▽

市
役
所
保
健
セ
ン
タ
ー　

午
後
１

時
30
分
〜
４
時
▽
つ
が
る
に
し
き

た
農
協
本
店

問 

健
康
推
進
課
（
内
線
３
０
９
）
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市役所　☎42-2111
● 
説
明
会
▽
５
月
20
日
㈮
午
前
10
時

（
申
込
不
要
）

●
場
所
▽
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問  

㈳
つ
が
る
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー 
電
話
42
・
１
２
０
０

 

屏
風
山
保
安
林
ク
リ
ー
ン

 

ア
ッ
プ
作
戦
参
加
者

●
日
時
▽
５
月
31
日
㈫
午
前
９
時

●
場
所
▽
出
来
島
埋
没
林
駐
車
場

● 

内
容
▽
出
来
島
埋
没
林
周
辺
の
ご

み
拾
い

●
募
集
定
員
▽
20
人
程
度(

先
着
順)

●
申
込
期
限
▽
５
月
25
日
㈬

 

津
軽
森
林
管
理
署
金
木
支

署 

電
話
53
・
３
１
１
５

 

つ
が
る
ジ
ュ
ニ
ア

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
会
員

●
対
象
▽
市
内
小
学
生
女
子

●
開
催
日
・
場
所

○ 

毎
週
㈪
㈬
㈮　

午
後
５
時
〜
７
時

▽
木
造
体
育
セ
ン
タ
ー

○ 

毎
週
㈯
㈰　
　

午
前
９
時
〜
正
午

　

▽
稲
垣
体
育
館
、
旧
越
水
小
体
育
館

●
指
導
者
▽
市
バ
レ
ー
協
会
会
員

問 

佐
々
木
（
監
督
）

電
話
０
９
０
・
２
７
９
４
・
２
３
０
７

教　
　

室

  

エ
ク
サ
＆
ヨ
ガ
教
室

● 

日
時
▽
６
月
８
日
〜
８
月
10
日(

毎
週

水
曜
日
全
10
回)

午
後
７
時
〜
８
時

●
場
所
▽
稲
垣
体
育
館

●
対
象
▽
20
歳
以
上

● 

参
加
料
▽
３
０
０
０
円
（
保
険
料

含
む
）

● 

講
師
▽
成
田
寿
子
氏
（
Ａ
Ｆ
Ａ
Ａ

認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

● 

内
容
▽
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
基
礎
体

力
を
つ
け
、
ヨ
ガ
で
柔
軟
性
を
高

め
る
。

●
持
ち
物
▽
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

● 

申
し
込
み
▽
参
加
料
を
添
え
て
５

月
31
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

特
定
非
営
利
活
動
法
人
つ
が

る
市
体
育
協
会 

電
話
46
・
２
８
５
４

  
俳　

句　

教　

室

　

つ
が
る
俳
句
会(

石
田
榮
市
会
長)

で
は
草
野
力
丸
先
生(

深
浦
町)

を
講

師
に
毎
月
１
回
俳
句
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。（
場
所
は
森
田
公
民
館
、

第
３
木
曜
日
午
後
１
時
〜
３
時
）

問 

石
文
郁
子
（
事
務
局
）

電
話
26
・
３
１
７
６
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内閣総理大臣名の書状を贈呈します
請求期限が２年延長され平成25年3月31日までとなりました

　先の大戦において、外地等（事変地の区域又は戦地の区
域）に派遣され戦時衛生勤務に従事された旧日本赤十字社
救護看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦の方(慰労給付金受給者
は除く)に対して、そのご労苦に報いるため内閣総理大臣名
の書状を贈呈しております。詳しくはお問い合わせください。

問 総務省大臣官房総務課管理室 電話03-5253-5182

■所　　在：つがる市木造川除　■区画数：16区画
■区画面積：269㎡（81.4坪）～350㎡（105.8坪）
■区画価格：224万円～280万円
■特別価格宅地分譲制度
　区画数を限定し１区画当たり30％引きで販売します。
■複数区画宅地分譲制度
　 ２区画以上契約した場合や既契約者が新たに区画を購入する場合は、分譲
価格の40％以上を割り引きます。ただし、この場合、特別価格宅地分譲制
度は適用されません。

現地相談会 日時：5月29日（日）午前10時～午後4時
　　　　　 場所：きづくり・秋桜団地の現地テント
問 管財課（内線334）又は青森県住宅供給公社　電話017-723-1627

き
づ
く
り
・
秋
桜
団
地

「
宅
地
分
譲
中
」

防災無線広報を
電話で聞くことができます
　防災無線広報を聞き取れ
なかった場合など直近３回
分の放送内容を電話で聞く
ことができます。

電話0173-49-1300

問 総務課（内線345）

「竹内俊吉生誕110年展」「西北五文学散歩」パネル展
　　　　　　　

　　　　　　　生涯学習交流センター
　　　　　　　「松の館」ギャラリーホール

　　　　　　　入場無料

●企画展「竹内俊吉生誕110年展」
　竹内俊吉氏の業績紹介、書籍・遺品・色紙等展示
●特別展「西北五文学散歩」
　旧５町村プロフィール紹介、主要作品展示(太宰治、司馬遼太郎ほか)

　出前講座「文人・竹内俊吉を語る」
　日時：5月22日(日)午前10時　　場所：松の館 研修室
　講師：青森県近代文学館 主幹 竹浪直人 氏

【問い合わせ先】　特定非営利活動法人つがる野文庫の会　事務局　長谷川　電話42-6183



　
「
勇
気
と
愛
は
海
を
越
え
る
」

　

東
日
本
大
地
震
で
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

大
震
災
の
後
で
、
私
は
「
勇

気
と
愛
は
海
を
越
え
る
」
と
い

う
表
現
の
意
味
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。
馴
染
み
の
あ
る
表

現
だ
と
思
い
ま
す
が
、
チ
ェ
ス
ボ
ロ
ー
号
遭
難
を
契
機
に
広

が
っ
た
バ
ス
市
と
つ
が
る
市
の
強
い
絆
を
表
す
表
現
で
す
。

１
２
２
年
前
に
つ
が
る
市
の
住
民
は
バ
ス
市
か
ら
の
巨
船
の

船
員
４
人
を
奇
跡
的
に
救
助
し
ま
し
た
。
今
、
日
本
の
大
変

な
状
態
に
、
世
界
の
人
々
は
つ
が
る
市
の
そ
の
親
切
さ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
つ
が
る
市
と
深
い

関
係
の
あ
る
、
姉
妹
都
市
の
米
国
の
メ
ー
ン
州
の
バ
ス
市
と

米
陸
軍
車
力
通
信
所
は
積
極
的
に
災
害
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
今
月
は
、
つ
が
る
市
と
の
関
わ
り
を
き
っ
か
け
と

し
て
世
界
の
人
々
が
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
か
に
つ
い
て

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
震
が
起
き
た
時
、
す
ぐ
に
バ
ス
市
の
交
流
担
当
者
か
ら
、

お
見
舞
い
の
電
子
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。
そ
の
メ
ー
ル
は
、

バ
ス
市
民
の
「
手
伝
い
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
で
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
バ
ス
市
民
は
日
本
へ
の
支
援
を
直
ち

に
始
め
ま
し
た
。
個
人
の
募
金
は
も
ち
ろ
ん
、
大
き
な
募
金

イ
ベ
ン
ト
も
行
っ
て
い
ま
す
。
４
月
９
日
に
バ
ス
市
で
は

チ
ェ
ス
ボ
ロ
ー
ス
イ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
ス

ポ
ン
サ
ー
か
ら
義
援
金
を
集
め
て
、
水
泳
大
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
そ
の
夜
、
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
も
開
か
れ
ま
し
た
。
競
売

に
か
け
ら
れ
た
品
物
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
券
、
陶

器
、
宝
石
な
ど
高
価
な
も
の
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
か
ら
の
収
入
も
チ
ェ
ボ
ロ
ー
ス
イ
ム
か
ら
の
収
入
も

全
部
東
日
本
大
震
災
の
義
援
金
と
し
て
寄
付
す
る
予
定
で
す
。

　

海
で
離
れ
た
バ
ス
市
だ
け
で
は
な
く
、
つ
が
る
市
に
住
ん

で
い
る
外
国
人
も
熱
心
に
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
に
米
陸
軍
車
力
通
信
所
の
人
々
の
活
動
は
と
り
わ
け
活

発
的
で
す
。
通
信
所
の
関
係
者
は
服
、
食
べ
物
、
毛
布
な
ど

の
援
助
物
資
を
岩
手
県
に
６
回
運
ん
で
来
ま
し
た
。
３
台
の

乗
り
物
で
、
釜
石
市
、
宮
古
市
、
野
田
村
に
行
っ
て
来
ま
し

た
。
日
本
の
復
興
の
た
め
に
一
生
懸
命
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
世
界
の
人
々
に
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
通
信
所

の
人
々
や
バ
ス
市
民
を
は
じ
め
、
世
界
各
国
の
人
々
は
日
本

の
た
め
に
祈
り
や
支
援
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
日
本
に
と
っ

て
大
変
な
時
期
だ
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
闇
の
中
、
人
間
の

品
性
と
愛
情
が
輝
い
て
い
ま
す
。
言
葉
や
国
境
を
越
え
て
、

世
界
の
人
々
は
苦
労
し
て
い
る
日
本
の
手
助
け
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
努
力
を
見
る
と
私
は
「
勇
気
と
愛
は
海
を
越

え
る
」
の
意
味
が
本
当
に
実
感
で
き
ま
す
。

国
際
交
流
員　

モ
ー
ゼ
ス
・
マ
イ
ケ
ル　

【
タ
テ
の
問
題
】

１　

つ
が
る
地
球
村
温
泉
「
○
○
○
○
○
○
」

２　

 

健
康
や
美
容
に
良
い
シ
ョ
ウ
ガ
科
の
多
年
草
。
根

茎
は
香
辛
料
、
着
色
料
、
生
薬
に
使
わ
れ
る

３　

 

互
い
に
力
量
を
認
め
合
っ
た
競
争
相
手
。
好
敵
手

４　

 

シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
作
の
悲
劇
「
◯
◯
◯
と
ジ
ュ
リ

エ
ッ
ト
」

５　

 

自
動
車
な
ど
の
変
速
装
置
の
一
種
。
マ
ニ
ュ
ア
ル

↔

○
○
○
○

８　

 

夏
は
サ
ー
フ
ィ
ン
、
ヨ
ッ
ト
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
な
ど

の
◯
◯
◯
ス
ポ
ー
ツ

10　

 

フ
キ
ノ
ト
ウ
と
一
緒
に
春
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
植

物

13　

 

世
界
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
て
い
る
謎
の
地
上
絵「
◯

◯
◯
の
地
上
絵
」

16　

 

ロ
シ
ア
な
ど
の
民
族
舞
踊
と
し
て
知
ら
れ
る
「
◯

◯
◯
◯
ダ
ン
ス
」

18　

 

南
ア
メ
リ
カ
大
陸
に
流
れ
て
い
る
、
世
界
最
大
の

流
域
面
積
を
も
つ
川
「
◯
◯
◯
◯
川
」

20　

お
祭
り
の
と
き
に
上
半
身
に
巻
く
白
い
布

21　

 

ス
ー
パ
ー
マ
リ
オ
が
出
た
り
入
っ
た
り
す
る
緑
色

の
筒

22 

「
車
」
は
英
語
で

【
ヨ
コ
の
問
題
】

１　

青
森
県
で
最
も
西
に
あ
る
町
「
◯
◯
◯
◯
町
」

４　

 

暴
れ
馬
を
鞍
な
し
で
乗
り
こ
な
す
カ
ウ
ボ
ー
イ
の
競

技

６　

 

第
87
〜
89
代
内
閣
総
理
大
臣
「
◯
◯
◯
◯
純
一
郎
」

７　

昔
話
に
で
て
く
る
山
に
住
む
老
婆
の
妖
怪

９　

妻

↔

◯
◯
◯

11　

 

遊
び
に
使
う
よ
く
弾
む
球
。
こ
れ
で
遊
ぶ
子
ど
も
も

珍
し
く
な
っ
た

12　

古
代
ロ
ー
マ
の
月
の
女
神

14　

 

「
◯
◯
の
プ
ー
さ
ん
」、「
リ
ラ
ッ
◯
◯
」
こ
の
動
物
は

15　

 

ひ
と
り
ひ
と
り
続
き
番
号
を
い
う
こ
と
で
、
人
数
を

確
認
す
る
方
法

17　

 

靴
下
、
足
袋
、
靴
な
ど
を
履
い
て
い
な
い
む
き
出
し

の
足
。
似
た
言
葉
に
「
裸
足
」
が
あ
る

19　

仙
台
土
産
の
定
番
品

22　

 

「
い
ら
っ
し
ゃ
ー
い
」で
お
な
じ
み
の
落
語
家
◯
◯
◯

三
枝

23　

作
り
物
の
花

24　

 

一
つ
の
商
品
に
対
し
て
、
欲
し
い
人
が
金
額
を
提
示

し
あ
っ
て
、
最
も
高
い
金
額
を
提
示
し
た
人
が
購
入

す
る
仕
組
み

応募方法：ハガキに答え、住所、氏名（未成年の場合は保護者名も
記入）、年齢、広報つがるに対するご意見などを書き添えてお送り
ください。正解者の中から抽選で５人の方に、「つがーるちゃんエ
コバック」をプレゼントします。（５月23日締切　※当日消印有効)
応 募 先：〒038-3192 つがる市役所 総務課文書広報係まで

タ
テ
・
ヨ
コ
の
問
題
を
解
い
て
い
き
、
Ａ
〜
Ｅ
の

文
字
を
探
し
て
こ
と
ば
を
見
つ
け
て
ね
！

ヒ
ン
ト　

木
造
出
野
里
地
区
伝
統
の
舞
踊
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広　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　告

母校の発展と地域の教育振興のため母校の発展と地域の教育振興のために母校の発展と地域の教育振興のために

平成23年5月27日（金）午後6時  つがる市生涯学習交流センター「松の館」
－つがる支部の会員も募集しておりますのでご連絡ください－

事務局までご連絡ください！ ●佐々木錦司（電話 25ｰ2459）　●山 崎 和 人（電話 26ｰ4276）
●石 田 貴 文（電話 42ｰ6654）　●工 藤 睦 郎（電話 56ｰ2477）　●藤 田 典 久（電話 46ｰ3432）
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6 7 7 8 9 10

11 12 13
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15 16 17 18
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F
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D A
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G
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イ ナ リ シ ヨ ウ ジ
チ ヨ ツ バ ル
ヨ ト ウ フ ウ ト ウ
ウ ラ シ マ ツ ラ ラ
ツ ナ ガ ノ ナ

カ ク リ ツ ミ ラ イ
ゾ ヨ シ ヤ ツ
ク ロ ウ ト コ ケ

４月号の答えは
  「ケショウジゾウ」でした。
27名様より応募していただきあ
りがとうございました。当選者
は次のとおりです。〔敬称略〕
　山下智美（木造）・千葉とみ子
（稲垣町）・工藤淳子（車力町）・
松橋ユリ（富萢町）・髙谷留美（富
萢町）
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※このページは有料掲載になっています。
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八戸市災害ボランティアセンターで職員が活動してきました
　３月11日に発生した東日本大震災の影響を受けて、県内に災害ボランティアセンターが開設されました。本会では
八戸市災害ボランティアセンターに、３月16日～30日の間に３名の社協職員を派遣しました。
　災害ボランティアセンターでは、被災者の「家のガレキを片づけたい、泥を出したい」などの要望（ニーズ）と、ボ
ランティアの希望活動を結び付け（マッチング）を行いました。今回は八戸市民に限定してのボランティア募集でした
が、センター開設中のボランティア登録者は1,193人、延べ活動者は2,135人となりました。ボランティアの皆さんは、
スコップ片手に泥出しや津波で水に浸かった家具の運び出し等を一生懸命行っていました。
　センターで活動していて感じたことは、「八戸市民のボランティア意識、災害に対する意識が高い」ということです。
八戸市では、日頃から小さな地震等がある度に住民同士、声をかけ合う等が行われているそうです。『同じ地域に住む住
民が住民を助ける』ということが当たり前にできることの大切さを実感しました。
　センターはニーズがないことから3月30日に休止し
ておりますが、被災地では今後、仮設住宅や物資等の
目に見える問題だけでなく、これから被災期間が長く
なると被災者のニーズも様々出てきます。『今、私たち
にできること』『被災地・被災者が必要なこと』を考え、
私たちにできる支援を続けていかなければいけないと
感じました。
　本会では今後も必要に応じて、現地への介護職員等
の派遣をする予定です。

　去る３月３０日、米陸軍車力通信所のゲー
リー・スミスさんら２名が「デイサービスの利
用者さんに」とケーキを差し入れて下さいまし
た。この活動は昨年も行われており、今回が２
回目になります。
　スミスさんの奥さんの手作りケーキは、デイ
サービスのお
やつの時間に
振る舞われ、
利用者の皆さ
んたちは「お
いしい、おい
しい」と喜ん
で食べていま
した。

　　　会長就任のあいさつ
　このたび、つがる市社会福祉協議会会長福島弘芳氏が３月３１日を
以って退任されたことを受けて、４月１日から会長にわたくし林嗣郎
が、又、定款が変更され、副会長４名を１名に改められたことから、副
会長に平川満昭氏が選任され就任いたしました。
　就任にあたっての方針でございますが、合併による困難な時期を乗り
越え、本会の基盤整備に尽力された福島前会長の意思を継承し、副会長

ともども社会的支援を必要とする方々の「安心・安全」を守るために、関係する機関、団体、地域住民との連
携を図り、社会福祉協議会の使命である地域福祉の推進に努める所存でございます。
　市民の皆様には、一層のご指導、ご鞭撻を賜りますことをお願い申し上げ、就任のあいさつといたします。

お楽しみミニ湯治
【期日･対象地区】5月18日(水) 木造地区・越水地区・出来島地区
　　　　　　　　　　19日(木) 館岡地区・川除地区
　　　　　　　　　　20日(金) 出精地区・柴田地区
【場　所】しゃこちゃん温泉

法律相談を開催しています
　　　～個人では解決できない法律の問題や
　　　　　　　　　家庭問題等お一人で悩んでいませんか～
期　日：平成2３年６月８日(水） 〈毎月第２水曜日〉
時　間：午後１時～４時まで
場　所：社会福祉協議会本所 相談室　　料　金：無料
※相談は予約が必要です。（℡0173-42-4660）

ボランティアセンターの様子 八戸市の様子

林　嗣郎 会長 平川満昭 副会長




